
群馬工業高等専門学校　2012 年度シラバス　8809420006AA/20130330

( 科目コード：8809420006AA)

【改訂】第 1 版（2012-03-16）
【科目】数値解析特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

雑賀 洋平

【授業目標・教育方針】
・丸め誤差、打ち切り誤差について理解すること。・桁落ちについて理解すること。・誤差の大きさを意識しながら、
数値計算の簡単なプログラムを組めるようになること。・二分法、ニュートン法の原理を理解し、代数方程式の解を
求めるプログラムが組めるようになること。・台形則、シンプソン則の原理を理解し、数値積分を求めるプログラム
が組めるようになること。・オイラー法、ルンゲ・クッタ型公式の原理を理解し、常微分方程式の数値解を求めるプ
ログラムが組めるようになること。

【授業概要】
・本科目の総授業時間数は 22.5 時間：である。・計算機による数値計算はさまざまな分野で不可欠のものとなってい
る。しかし、計算機を用いた計算はすべて正しい結果を与えるかといえば、使い方によっては必ずしも正しい結果が
得られるとはいえない。この講義では、数値計算をするときに気を付けなければならない点をまず説明し、計算の誤
差を意識した数値計算のプログラムを作ってもらう。・題材は、代数方程式の解法・数値積分・常微分方程式の解法
から、それぞれ代表的なものを取り上げ、解説する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：C & FORTRAN による数値解析の基礎：川崎晴久：共立出版
参考書：偏微分方程式の差分法による近似解法：フォーサイス・ワソー、藤野精一：吉岡書店
参考書：数値計算の常識：伊理正夫・藤野和建：共立出版
参考書：科学技術計算ハンドブック基礎編 C 言語版：戸川隼人：サイエンス社
参考書：よくわかる数値解析演習：皆本晃弥：近代科学社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義および IT 教育センターにおける実習

【成績評価方法】
［後期］期末試験：60%，レポート：40%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

【授業計画】（授業名：数値解析特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 数値解析序論 数値解析序論数値解析について
2-4 数値の内部表現と誤差 数値と誤差の内部表現、丸め誤差、打ち切り誤差、桁

落ちとその改善法
5-7 代数方程式 代数方程式二分法、 ニュートン法、 画像
8-10 連立一次方程式の数値解法 連立一次方程式の数値解法（ガウス・ジョルダン法

等）
11-13 数値積分 数値積分台形則、 シンプソン則、 モンテカルロ積分

と誤差の評価
14-15 城微分方程式の初期値問題 常微分方程式　( オイラー法、ルンゲ・クッタ型公式

)、多変数への拡張（画像）
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